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ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
定
義
は
、
い
ろ
い
ろ
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
①
市
民
の
皆
様
の
利
便
性
、

快
適
性
の
向
上 

②
持
続
可
能
性(

環
境
へ
の

配
慮
・
安
心
安
全
・
経
済
循
環
・
自
立 ) 

③
サ
ー

ビ
ス
や
事
業 

の
資
源
的
効
率
化
の
3
つ
が
考

え
ら
れ
、
Ｉ
Ｔ
の
活
用
は
、
生
活
の
利
便
性
の

向
上
を
図
る
有
効
な
手
法
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

我
が
国
で
は
、
5
年
前
の
東
日
本
大
震
災
を
教

訓
に
、
電
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
が
大
き
く
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
太
陽
光
・
風
力
・
地
熱
・

バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
多
様
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま

す
。
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
、
原
子
力
の

使
用
だ
け
で
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
小
国
の
日
本

に
と
っ
て
、
全
て
の
貴
重
な
資
源
を
旨
く
効
率

的
に
組
み
合
わ
せ
て
行
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

昨
年
4
月
電
力(

小
売)

が
全
面
自
由
化
に

な
り
ま
し
た
。
自
由
化
は
、
今
後
の
生
活
に
非

常
に
意
味
が
あ
り
、
社
会
的
に
も
大
き
な
プ
ラ

ス
に
な
る
と
思
い
ま
す
。大
手
電
力
会
社
等
は
、

将
来
の
企
業
生
命
を
か
け
て
厳
し
い
競
争
に
迫

ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
Ｉ
Ｔ
を

活
用
し
て
、
既
存
の
電
力
・
ガ
ス
・
上
下
水
道
・

交
通
シ
ス
テ
ム
・
公
共
施
設
な
ど
の
ハ
ー
ド
イ

ン
フ
ラ
や
、
医
療
・
介
護
・
教
育
・
防
災
・
危

機
管
理
な
ど
の
ソ
フ
ト
イ
ン
フ
ラ
を
効
率
的
に

運
用
し
、
市
民
の
皆
様
が
よ
り
快
適
に
生
活
が

出
来
る
よ
う
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ゆ
く
こ

と
が
行
政
の
大
切
な
使
命
と
考
え
て
い
ま
す
。 

本
市
で
の
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
は
、

温
水
プ
ー
ル
に
地
熱
を
活
用
し
て
い
る
ほ
か
、

市
内
の
庁
舎
・
学
校
・
保
育
所
等
の
公
共
施
設

の
屋
根
を
太
陽
光
発
電
に
活
用
し
て
い
ま
す

が
、
抜
本
的
な
活
用
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

本
市
は
今
後
人
口
の
減
少
に
伴
い
、
限
界
集
落

の
増
加
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
集
落
が

生
き
残
っ
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
の
発
想
は
大
変
有
意
義
な
手
法
と
考
え
て

い
ま
す
。
集
落
で
太
陽
光
等
で
発
電
し
た
電
力

を
集
落
で
消
費
し
、
農
産
物
の
生
産
性
を
向
上

さ
せ
農
業
所
得
の
向
上
を
図
る
事
が
、
人
口
流

出
に
歯
止
め
を
か
け
る
事
に
繋
が
る
と
思
い
ま

す
。
現
在
計
画
し
て
い
る
「
道
の
駅
」
に
つ
い

て
も
、
極
力
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
発
想
を
取
り

入
れ
、
此
ま
で
活
用
さ
れ
な
か
っ
た
、
自
動
車

の
走
行
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し

各
種
情
報
連
携
を
し
、
農
産
物
販
売
・
観
光
の

効
率
化
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、
整
備
し
た
超
高
速
通
信
網(

光

フ
ァ
イ
バ
ー)

を
中
心
に
中
山
間
地
域
に
適
し

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
生
活
、
環
境
が
有
効
的
に
繋

が
っ
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
建
設
を
目
指
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
・
ご
協
力
の
も
と
、
行
政
・
議
会
が

一
丸
と
な
り
事
業
の
推
進
を
は
か
る
事
が
大
切

と
思
い
ま
す
。

●題字：安芸高田市長　浜田一義
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国
民
健
康
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方

で
自
己
負
担
を
支
払
わ
れ
て
い
る
と

き
、世
帯
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
、

基
準
額
を
超
え
た
自
己
負
担
額
が
「
高

額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
」
と

し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
ら
れ
る
方
に
は
12
月
に
お

知
ら
せ
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。
お
知

ら
せ
が
届
い
た
方
は
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

計
算
期
間
や
自
己
負
担
限
度
額
、
申

請
に
必
要
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○��

計
算
期
間

平
成
27
年
８
月
か
ら
平
成
28
年
７

月
ま
で
の
１
年
間
。

○
自
己
負
担
限
度
額

下
表
１
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
世
帯
主
の
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の

・
認
印

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
又
は
通
知

カ
ー
ド

※�

申
請
手
続
き
の
注
意
点

計
算
期
間
内
に
次
の
変
更
が
あ
っ
た

方
は
お
知
ら
せ
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
お
手
数
で
す
が
領
収
書
等
で

支
給
対
象
と
な
る
か
ご
確
認
い
た
だ
き

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
市
町
を
越
え
る
住
所
変
更

・�

国
民
健
康
保
険
以
外
の
保
険
か
ら

国
民
健
康
保
険
に
変
わ
っ
た
方

○
自
己
負
担
額
の
計
算
例

70
歳
以
上
、
市
民
税
非
課
税
（
低
所

得
Ⅱ
）
の
２
人
世
帯

複合発電 原子力発電

住宅コミュニティ
コミュニティレベルでの

双方向エネルギー融通システム

夜：PHV/Evの電気を住宅内で利用 昼：余剰電力をPHV/Evに充電

夜充電して昼利用

充電ステーション
急速充電ステーション
（郵便事業車など）

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
推
進
に
よ
る
安
芸
高
田
市
の
活
性
！

①医療保険 15万円
②介護保険 25万円

③合計（①+②） 40万円

④基準額 31万円
⑤支給額（③-④） 9万円

各制度の自己負担額
（国保の高額療養費または介護の高額介護サービス
費で支給された額は除く）

年間の負担が、40万円から31万円になります。

70歳以上 70歳未満
自己負担限度額※表１

区分 限度額

所得が901万円超 ア 212万円

所得が600万円超
　　　901万円以下 イ 141万円

所得が210万円超
　　　600万円以下 ウ 67万円

所得が210万円以下 エ 60万円

市民税非課税 オ 34万円

区分 限度額

現役並み所得者 67万円

一般 56万円

低所得Ⅱ 31万円

低所得Ⅰ 19万円

現役並み所得者・・・・・・・・・・・・・・・高齢受給者証の負担割合が3割の方

一般・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・市民税課税世帯で現役並み、低所得Ⅱ
及びⅠ以外の方

低所得Ⅱ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・市民税非課税世帯で低所得Ⅰ以外

低所得Ⅰ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・市民税非課税世帯で世帯員全員の所得
が0円

平成28年９月診療分一人当り医療費（単位円）
安芸高田市 県平均 順位

全被保険者 25,654 25,803 14

※県内順位・・県内23市町で1人当たり費用額が高い順

総所得金額等から基礎控除額（33万円）を控除した
後の所得金額
※退職所得や非課税年金である遺族年金、障害年金を含ま
ず、また、雑損失の繰越控除は適用されません

給与所得、公的年金所得、土地・建物の譲渡所得な
どを合計したもの

所得とは

総所得金額等
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